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令和５年度国⺠健康保険事業特別会計における歳入不足見込みについて 

（報告） 
 

 
１．歳入不足見込額   約４億円 

  
２．歳入不足の原因 

① 社会保険適用拡大等による被保険者数の減少 
・従業員数 101 ⼈〜500 ⼈の企業で働くパート、アルバイトへの社保適用 
・5 ⼈以上の従業員を雇用している士業（弁護士、税理士等）の個⼈事業所への社保

適用 
② 被保険者の令和４年中基準総所得金額の減少 

 

  ＜予算・決算見込の比較＞ 

 被保険者数(⼈) 一⼈あたり保険料(円) 
（減免控除前） 

予算 35,883 102,940 
決算見込 34,111 100,054 

差 ▲1,772 ▲2,886 
  

３．歳入不足の見込額                          (千円) 

保険基盤安定繰入金：低所得者を多く抱える保険者の財政安定化を図るため保険料軽減相当額等が交付される 
未就学児均等割保険料繰入金：子育て世帯の負担軽減の観点から未就学児の均等割を軽減し、軽減相当額が交付される 

  
４．歳入不足への対応 

国⺠健康保険事業財政調整基金繰入金追加   ４億円 
R4 年度末の基金残額 R5 年度当初 基金繰入 積立額見込 赤字分基金繰入額見込 R5 年度末基金残額見込 

1,186,452,653 円 ▲550,000,000 円 46,007,826 円 ▲400,000,000 円 282,460,479 円 

  
５．今後の予定 

 令和６年３月 和泉市議会第１回定例会にて補正予算を計上 

予算科目 現計予算額 決算見込額 不足見込額 
一般被保険者国⺠健康保険料(現年分)  3,410,532 3,140,630 ▲269,902 
保険基盤安定繰入金保険料軽減分 768,000 682,909 ▲85,091 
保険基盤安定繰入金保険者支援分 402,000 360,902 ▲41,098 
未就学児均等割保険料繰入金 11,940 8,602 ▲3,338 

合計 4,592,472 4,193,043 ▲399,429 


